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はじめに
豊中市における令和元年度・令和2年度の
新型コロナウイルス感染症（概要）

令和2年（2020年）新型コロナウイルス感染症の全国拡大が起きてから、市民の生活や健康を取り巻
く状況は大きく変わりました。

新型コロナウイルス感染症は、令和元年（2019年）12月に中華人民共和国で初めて感染例が確認され
てから、世界各地でまたたく間に感染が確認され、令和2年（2020年）1月31日にはWHOは新型コロナウ
イルスについて「世界的な緊急事態」を宣言しました。豊中市では、1月29日に「豊中市危機管理対策
本部」を設置、1月31日には「帰国者接触者相談センター（コロナ対応コールセンター）」を開設し、
海外から帰国した市民の相談や、発熱や風邪症状の市民を中心に感染不安への対応を始めました。

2月中旬からは関西圏や首都圏、北海道等で感染例が散発し始めたことから、2月27日には政府が全国
一斉に学校臨時休業を要請。同時期には海外の生産工場の停止により物流に影響があったほか、マスク
やアルコール消毒物品等の需要の急激な増加により衛生用品が手に入りにくくなるなど大きな影響が出
ました。こうした状況の中、3月7日（公表日3月9日）豊中市でも1例目の感染例が確認され、保健所で
の感染者対応のほか、全庁で対応が始まりました。

約一年間は画期的な対策がない状況が続きましたが、令和3年（2021年）1月、市では「ワクチン接種
対策チーム」を設置し接種体制整備にとりかかりました。重症化リスクの高い高齢者から3月29日に接
種券（クーポン券）を発送し、発症の抑制と重症化予防のためのワクチン接種を開始しました。重症
者・死亡者抑制のための大きな転換期となりました。

豊中市の1日あたり陽性者数（第1波～第3波の最大値）

大阪府の1日あたり陽性者数（第1波～第3波の最大値）

１



市民に身近な形での迅
速・正確な情報発信を
大切にしています。
ホームページのほか、
ツイッターでも最新情報
をお届けしてきました。

Ｔｗｉｔｔｅｒ ＩＤ

２

期間（大阪府公
表資料より）

豊中市の主な動き

第１波 2020.1.29～
2020.6.13

1/29豊中市危機管理対
策本部設置
1/31豊中市コールセン
ター開設
3/9市内初患者

第２波 2020.6.14～
2020.10.9

第３波 2020.10.10～
2021.2.28

1/5ワクチン接種対策
チーム設置

第４波 2021.3.1～ 3/1ワクチンダイヤル
開設

このような背景から、令和元年度・令和２年度では豊中市の健康づくり事業はどのよ
うな影響を受け、市民生活はどのように変化したのかを次頁以降にまとめました。ま
た、コロナ禍で生じた健康課題に対応するための事業も紹介します。

近年、これほど日本の社会生活に大きな影響をもたらした感染症はなく、感染症法で「２類感染症」
に指定され、国をあげて対策に取り組まれています。国内発生から一年経過後も連日メディアで感染者
数・重症者数が報道される状況が続きました。
この結果、広く一般に手洗い等感染対策への意識が高まり、例年より季節性インフルエンザの患者数

が激減するなど感染症の予防につながる良い影響もありました。
しかし、人と人との接触により感染が広がることから、外出を制限される生活が続き、当初は感染者

やその関係者への心ない誹謗中傷も社会問題となるなど、すべての世代でこころとからだの健康に大き
な影響を与えました。
コロナ禍で変化した生活は、「新たな生活様式」として少しずつ理解が進んだものの、医療崩壊、各

種施設でのクラスター発生、新たな変異株など脅威は続いています。
市では感染者対応のほか、新型コロナウイルス感染症による後遺症への支援、外出不足による心身の

虚弱化、経済的に影響を受けた方への支援など、今後も対応する課題は山積しています。



特集１
新型コロナウイルス感染症による
市民の健康への影響
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・手洗いやマスクの着用、ワクチンへの理解・報道など、健康や感染症への意識の
向上（健康政策課・産業振興課・基盤整備課・学校教育課）

・外出頻度の減少（保険給付課）

総合的な取り組み

・外食利用が減少したことに伴う、飲食店を利用した有症苦情の減少。（衛生管理課）
・在宅時間の増加による自炊する人の増加。（産業振興課）
・診療体制の変更により、一部の医療機関で栄養相談を中止・延期した。（健康政策課）
・在宅時間の増加により、授乳のリズムの崩れ、子どもの間食機会の増加。その結果食事時間
に空腹を感じることができず、食べものの好き嫌いにつながりやすい環境にある。（母子保
健課）

・学校での給食の食べ方が一方向を向いて黙食する等、指導が変わり給食時間の風景が様変わ
りした。また、その環境の変化や運動量減少による残菜率の増加。（学校給食課）

栄養・食生活

・外出機会の減少や緊急事態宣言に伴う体育施設休館による運動機会の減少。（健
康政策課）

・高齢者の外出自粛によるフレイル（長寿安心課）
・学校での感染対策としての体育や運動部活動の制限とそれによる児童生徒の運動
不足。（学校教育課）

運動・身体活動

・コミュニケーション機会の減少、経済面・環境変化等からくるストレスの増加に
よりこころの健康課題を抱えている市民が増加。（保健予防課）

・外出機会の減少、地域での交流がなくなる等で、寂しさを感じる一人暮らし世帯
の増加（民生委員・児童委員からの報告）。（地域共生課）

休養・こころの健康

↓

↑ おもにプラスとなったこと
→ 変更なし、またはどちらともいえない
↓ おもにマイナスとなったこと



・緊急事態宣言下において、喫煙本数が「増えた」人より、「減った」または

「禁煙した」人の方が多かった（アスマイルアンケートより）

たばこ

・大阪府内の大麻による検挙人員は、年々増加。令和２年は全検挙人員のうち、29

歳以下の割合が8割弱を占めるなど、若者の大麻乱用が深刻な状況となっている。
（健康政策課）

・リモートワークやストレスにより、飲酒量が増えている可能性があるが、相談件

数では大きく変化なし。（保健予防課）

アルコール・薬物

・感染対策としてのこども園や小学校での歯磨き習慣の中断等による、子どもの口

腔環境の悪化。（健康政策課、学校教育課）

・高齢者を中心としたオーラルフレイル化（口をしっかり使わないことによる口腔

機能の低下）。感染リスクを恐れた健診や歯科治療の受診控え。（健康政策課）

・1歳6か月児乳幼児集団健診でのカリオスタット検査において、ハイリスク者の割

合の増加。原因として、ステイホームによる保護者の育児ストレスに関連してお

やつの時間などの規制ができずだらだら食べの増加が推測される。（母子保健課）

歯や口の健康

・感染不安や医療崩壊に関する報道をきっかけに医療機関へのかかり方について、

個々人での意識が見直され、通常とは異なる受診行動が見られた。（健康政策課）

・感染対策の強化、外出機会の減少により、小児感染症が減少。とくに不安が高い保

護者は、自宅に引きこもりがちとなり、小児科受診や他の保護者と交流する機会が

減少し、育児不安が高まり、電話相談が増えたと推測する。（母子保健課）

・特に未就園児の外遊びの機会も減少し他の児との関わりや運動が減少し経験不足か

ら運動発達や社会性の発達に影響を及ぼしている可能性がある。往来や医療機関の

制限により里帰り出産、立会い出産や親族の支援を受けることが困難となり妊産婦

のメンタルヘルスへの影響が考えられ、産後ケア事業利用者が増加した。（母子保

健課）

・外出機会の減少による特に高齢者の身体機能低下（民生委員・児童委員からの報

告）。（地域共生課）

・健康や感染症への意識の向上が見られた一方、マスクの着用やワクチン接種につい

て、推進・反対など、関係者から両極端の意見が見られた。（学校教育課）

健康の維持・増進

４

新型コロナウイルス感染症の拡大によって、健康づくり計画の各分野で見ても、これまでになかった
生活の制限により心身の健康に様々な影響が及んでいました。
年代やライフスタイル、元々の健康意識によって、市民一人ひとりが受ける影響は良い面・悪い面が
あります。

↑

↓

→

↓

↓

↓

↓

→

↓

↓

→



当会議委員の所管する健康づくり関連事業数 161事業で調査

豊中市健康づくり計画推進会議委員（事務局含む） 18課、

特集２
新型コロナウイルス感染症による
豊中市健康づくり関連事業への影響

■令和２年度、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業は？

５

影響あり 115事業 影響なし 46事業

7割が影響を受けている

•事業のオンライン化。

•地域への衛生物品の支援。

•関係者への影響を最小限にし

た催行判断。

•科学的知見に基づく感染対策

を課内共有し市民に説明。

•関係省庁のガイドラインに

沿った対応。

•感染対策等、事業実施方法の変

更による業務量の増加。

•事業の特性上対面が必要な法定

• 業務の実施。

• ・保健所の新型コロナ対

• 応業務による人員不足。

•感染対策が十分かどうかの判

断がつきにくく不安。

•医療機関の受診控えからくる

健診の受診率の低下。

感染不安

科学的知見の不足

事業の継続

人員不足

感染対策と

事業目的遂行の

両立

情報収集と発信

課題を感じた 13課 / １８課

主な課題と対応

■令和２年度、コロナ禍での事業実施に課題を感じたか？

健康づくり事業の多くは市民に直接対応する事業が多いため、課題を感じている課が
多かったといえます。健康増進をはじめとした各事業の目的達成のため、オンライン
を活用するなど感染対策を講じながら工夫して事業を継続しました。健康づくりを
ハード面から支える事業では、影響をさほど受けにくかったと考えれられます。



特集３
令和３年度コロナ禍によって生じた心身の健康課題
に対応するために実施予定の取組み

外出自粛によって引き起こされる「フレイル」のほか、健診の受診控えによる生活習慣病
の発見の遅れ・悪化に対して積極的に取り組みます。
また、目まぐるしく変わる感染状況や感染不安など新型コロナウイルスへの直接的なスト
レスのほか、予期しなかった学校生活や社会生活、思いがけない環境の変化によるストレ
スを多くの人が抱えています。各担当課において相談しやすい窓口体制を整えます。

コロナ禍における社会情勢の変化で、これまで当たり前だったことが当たり前に出来なく
なくなったことが多くありました。感染への不安や、病気の重症化の問題から、市民全体
が健康について考える機会が多かったのではないかと推察します。
これを契機に、健康状態が悪化した部分について、改善に向けた事業の仕組みづくりを
行っていきます。反対に、健康状態の改善が見られた部分については、さらに向上するよ
うな取組みや啓発を実施していきます。

６

健康課題

解決

相談窓口

強化
地域支援

・健診受診勧奨
・ICTを活用した特定保健指導
・食品衛生講習会の動画配信
・コロナこころのケアダイヤルとよなか
・不安を抱える妊婦への分娩前ウイルス検査助成・
ウイルスに感染した妊産婦に対する寄り添い型支援

・妊産婦タクシー利用支援事業
・妊婦一時避難宿泊費助成
・介護予防地域教室事業
・地域の通いの場づくり支援事業

・コロナこころのケアダイヤル
とよなか

・くらしを守る総合相談会
・教職員対象のメンタル相談・
ストレス相談

・新型コロナ対策支援事業、新型
コロナ対策緊急支援事業（市民公
益活動団体が行う活動への助成）



特集４
新型コロナウイルス感染症による
健康活動への影響
―アスマイルアンケート結果より―

令和3年度大阪府実施
健康活動・医療機関の受診行動の変化に関するアンケート

調査期間：2021年6月1日～6月20日
調査対象：健康アプリ「アスマイル」の利用者
調査方法：健康アプリ「アスマイル」のアンケート機能
設問数 ：33問
★以下のグラフは豊中市民の回答のみで集計

男性

35%

女性

65%

10代

0.1%
20代

2.8%
30代

7.6%

40代

18.9%

50代

30.2%

60代

26.4%

70代

13.4%

80代

0.6%

回答者属性
年代 人数

10代 2

20代 38

30代 105

40代 259

50代 414

60代 363

70代 184

80代 8

男性 女性

479 894

豊中市民回答者数 1,373人
（※大阪府民回答母数23,214人）

10～20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代

男 17 31 103 148 118 59 3

女 23 74 156 266 244 126 5

17 31

103

148
118

59

3
23

74

156

266 244

126

5
0

50

100

150

200

250

300

アスマイルとは・・・
大阪府と府内市町村が実施する健
康サポートアプリです。18歳以上
の府民が登録して利用できます。
大阪府全体の結果は大阪府ホーム
ページで公開しています。

（調査質問）
新型コロナウイルス感染症の拡大防
止のための緊急事態宣言中の健康活
動についてお伺いします。
緊急事態宣言（2021/4/25）の前と
緊急事態宣言中（4/25～6/20）とを
比較して、健康活動にどのような変
化がありましたか。

↑アプリはこちら

７



職種

無職、専業主婦・主夫

29%

正社員・正規職員

29%

パート・アルバイト

25%

自営・家族従業

8%

その他

6%

派遣社員

3%

328

46

50

110

170

21

1

30

9

44

224

222

118

0 50 100 150 200 250 300 350

01：オフィスワーク中心（事務、企画、開発等）

02：外回り中心（営業等）

03：オフィス以外での職場での仕事中心（生産、製造、現場等）

04：接客を伴うもの（飲食、小売り、宿泊、理容、美容等）
05：医療、介護、保育

06：流通・物流業システム（運送業等）

07：農業・林業・漁業

08：教職員

09：学生

10：官公庁（国と地方公共団体の役所）

11：専業主婦・専業主夫

12：無職

13：その他

家族構成

223

571

320

204

39

9

7

0

0 100 200 300 400 500 600

1人世帯

2人世帯

3人世帯

4人世帯

5人世帯

6人世帯

7人世帯

8人世帯以上

0

50

100

150

200

250

300

350

400

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

1人世帯 2人世帯 3人世帯 4人世帯 5人世帯 6人世帯 7人世帯

06：その他

05：無職

04：自営・家族従業

03：派遣社員

02：パート・アルバイト

01：正社員・正規職員

2人暮らし世帯の女性の回答
者が一番多い。

８

就業形態



現在の自身の健康状態について

問：現在のあなたの身体の健康状態は
いかがですか

とてもよい

11%

まあよい

72%

あまりよくない

16%

よくない

1%

問：現在のあなたのお口（歯、歯ぐき、入れ歯）
の健康状態はいかがですか

とてもよい

14%

まあよい

65%

あまりよ

くない

19%

よくない

2%

収入の増減

以前と変わらない

69%

減ったが24％まで

14%

25-49％減った

6%

収入はあるが50％以上減った

5%
収入がなくなった

4%

増えた

2%

以前と変
わらない

減ったが
24％まで

24％－49％
減った

収入はあるが50％
以上減った

収入がなく
なった

増えた 合計

953 195 79 61 58 27 1373

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
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01：以前と変わらない 02：減ったが24％まで 03：25-49％減った

04：収入はあるが50％以上減った 05：収入がなくなった 06：増えた

30代～50代に、収入が減った割合が多い。
20代女性と、40代～60代に収入がなくなった回答者の割合が高い傾向。
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運動状況の変化

問：【緊急事態宣言中】運動する回数が変化しましたか。

増えた

17%

減った

39%

変わらない

44%

増えた 減った 変わらない 合計

229 536 608 1373

宣言中の、運動する回数は変わらないが約4割。
「増えた」よりは「減った」が多い。コロナ禍での生活

様式に変化あり
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155 381

242 366
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運動増減と性別の積み上げ％

増えた 減った 変わらない

男女別では、宣言中に運動が
減った女性がやや多い。
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運動の増減と年代パーセントグラフ

01：増えた 02：減った 03：変わらない

若い世代ほど運動が「増えた」割合が多い。年代が高くなると「変わらない」割合が多い。
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コミュニケーション

問：【緊急事態宣言中】対面等（オンライン
を除く）により人と会話する時間が変化しま
したか。

対面等（オンラインを除く）の会話時間の増減（宣言中）と性別・年代別の％

増えた

4%

減った

66%

変わらない
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03：変わらない

02：減った

01：増えた

全年代で、（オンラインを除く）
対面等の会話時間は減った回答者
が多い。コロナ禍での自粛、活動
制限の影響が考えられる。

問：【緊急事態宣言中】オンライン（電話を
含む）により人と会話する時間が変化しまし
たか。

増えた

26%

減った

22%

変わらない
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オンライン（電話含む）の会話時間の増減（宣言中）と性別・年代別％

オンライン（電話含む）等の会話時
間は、若い世代ほど増えた回答者が
多い。
コロナ禍でのオンラインでの会話時
間等の生活様式に、若いほど順応で
きている様子があり。

対面では全年代で減少。オンライン（電話含む）は若い世代ほど「増えた」割合が多い。
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飲酒

問：【緊急事態宣言中】飲酒する量が変化しましたか。

飲酒量の増減（宣言中）と性別・年代別の％

元々、飲酒をしない

42%

飲酒量が増えた

12%

飲酒量が減った

12%

飲酒量は変わらない

34%

元々飲酒をしない人を除き、宣言中の、
飲酒する量は「変わらない」が多い。

元々、飲酒をし
ない（飲まない
飲めない）

飲酒量が
増えた

飲酒量が
減った

飲酒量は変
わらない

合計
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01：元々、飲酒をしない（飲まない、飲めない） 02：飲酒量が増えた

03：飲酒量が減った 04：飲酒量は変わらない

若い世代ほど、元々飲酒をしない回答者が多い。年齢が高くなると、飲酒量は変わらない割合が多い。「増えた」割合が
他の年代と比べて高いのは30代、40代である。
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ストレス
問：【緊急事態宣言中】ストレスが変化しましたか。

ストレスの増減（宣言中）と性別・年代別の％

全年代で、宣言中にストレスが増えた回答者が多い。
年代が高くなると、変わらない割合も多く、対面での社
会生活の制限がストレスに関係している可能性あり

増えた

59%

減った

3%

変わらない

38%

増えた 減った 変わらない 合計

814 41 518 1373

宣言中の、ストレスの変化は「増えた」が多い。
コロナ禍での生活様式の変化や緊急事態宣言発出の外出抑制などの影響が考え

られる。
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02：飲酒量が増えた 03：飲酒量が減った 04：飲酒量は変わらない

01：ストレス増えた

02：ストレス減った

03：ストレス変わらない

宣言中の運動量とストレスの増減について

「飲酒量が増えた」女性と「元々飲酒をしない」女性の回答者に、「ストレスが増えた」回答者が多い。

「運動が減った」の回答者に「ストレスが増えた」回答者が多い。

１３



医療機関受診行動

問：あなたは、健康診断（検診、健診、人間ドック）を受けていますか（歯科を除く）

問：健康診断（検診、健診、人間ドック）の受診と性別・年代別の％

年に１回以上、定期的に受

けている

75%

２～３年に１回は

受けている

18%

ほとんど受けたことがない

5%

受けたこと

がない

2%
年に1回以
上定期的
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合計
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01：年に１回以上、定期的に受けている 02：２～３年に１回は受けている

03：ほとんど受けたことがない 04：受けたことがない

問：【緊急事態宣言中】あなたは医療機関の受診を控えようと思いましたか

とても
思った

思った あまり思わ
なかった

思わなかっ
た

合計

178 506 484 205 1373

第3回緊急事態宣言中に
医療機関受診を控えようと思った
人は「とても思った」と「思っ
た」を合わせて約５割である。
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35%
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医療機関受診行動（歯科）

問：あなたは、歯科の検診を受けていますか

歯科検診受診と性別・年代別の％

年に１回以上、定期

的に受けている

60%

２～３年に１回は受

けている

19%

ほとんど受けた

ことがない

16%

受けたことがない

5% 「年に1回以上」「2～3年に1回」受診者が
約８割

年に1回以
上、定期
的に受け
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2～3年に1
回は受け
ている

ほとんど
受けたこ
とがない

受けたこ
とがない

合計
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01：年に１回以上、定期的に受けている 02：２～３年に１回は受けている

03：ほとんど受けたことがない 04：受けたことがない

年代が高くなると、定期的に受けている。
若い世代で「受けたことがない・ほとんど受けたことがない」ものが割合が多い。
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食事面
問：【緊急事態宣言中】自宅で料理する回数が変化しましたか。

性別・年代別％

増えた

43%

減った

1%

変わらな

い

56%

宣言中の、自宅での料理する回数は「変わらない」が多
い。「増えた」と生活の（健康によい）変化あり

増えた 減った 変わらない 合計
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02：減った

01：増えた

全年代で、宣言中に自宅での料
理回数は増えた、変わらない。
年代が高くなると、変わらない
割合は多い。

問：【緊急事態宣言中】スーパーやコンビニの弁当、飲食店のテイクアウトやデリバリー
を利用する回数が変化しましたか。

増えた

26%

減った

8%

変わらない

66%

増えた 減った 変わらない 合計

364 107 902 1373
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性別・年代別％

若い世代ほど、弁当やデリバ
リーなどの回数は増えた割合が
多い。
コロナ禍での食事面での生活様
式の変化に、若いほど順応でき
ている様子がある。
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問：【緊急事態宣言中】スナック菓子、ジュース、ケーキ等の甘いものを飲食する回数が変
化しましたか。

増えた

27%

減った

6%

変わらな

い

67%

増えた 減った 変わらない 合計

367 82 924 1373
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全年代で、甘いものの飲食回数は、変わらないが多い。

宣言中の運動増減とスナック菓子や甘いものの増減について
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菓子消費が増えた人のなかでは、男女ともに「運動が減った」と回答した人が多い。



詳細資料

１８



・手洗いやマスクの着用、ワクチンへ

の理解・報道など、健康や感染症への

意識の向上（健康政策課）

・外出頻度の減少（保険給付課）

・感染症への意識の向上（職員や業者

に対し、消毒やマスク着用を求める

等）（基盤整備課）

総合的な取り組み

・新型コロナによる診療体制の変更により、一部の

医療機関で、これまで各医院で実施していた栄養相

談を中止・延期したことで、当課の栄養相談窓口を

活用する例が見られた。通常は一般的な質問・相談

が多いが、専門的な内容が多くなった。（健康政策

課）

・外食利用が減少したことに伴い、飲食店を利用し

た有症苦情も減少した。（衛生管理課）

・在宅時間の増加により、授乳のリズムが崩れたり、

子どもがお菓子を食べる機会が増えたりしやすく、

その結果食事時間に空腹を感じることができず、食

べものの好き嫌いにつながりやすい環境にある。

（母子保健課）

・コロナ禍において在宅時間が増えたことで、自炊

する人が増えたと感じる。また、デリバリーやテイ

クアウトを利用する人が増えたことを通して、感染

症への意識向上が見られた。（産業振興課）

・学校での給食の食べ方が一方向を向いて黙食する

等、指導が変わり給食時間の風景が様変わりした。

また、その環境の変化や運動量が少なくなったため、

残菜率が増加傾向にある。（学校給食課）

栄養・食生活

・外出機会の減少や緊急事態宣言にと

もなう体育施設の休館により、運動機

会が減少している。（健康政策課）

・高齢者の外出自粛によるフレイル

（地域共生課）

・学校での体育や運動部活動は、ほと

んどが「感染リスクの高い」活動であ

り、感染対策を徹底した結果、児童生

徒の運動不足につながっていることが

考えられる。（学校教育課）

運動・身体活動

・コロナ感染症の影響を受け、人との

コミュニケーションの機会が減少し、

経済面・環境変化等から、ストレスが

増え、こころの健康課題を抱えている

市民が増加＝相談件数の増加（保健予

防課）

・コロナで外出機会が減ったり、地域

での交流がなくなる等で、寂しいと感

じている一人暮らしの人が増えている、

と民生委員・児童委員の報告から把握

している。（地域共生課）

休養・こころの健康

特集１（詳細）
新型コロナウイルス感染症による
市民の健康への影響

・緊急事態宣言下において、喫煙本数

が「増えた」人より、「減った」また

は「禁煙した」人の方が多かった

（アスマイルアンケートより）

たばこ

・大阪府内の大麻による検挙人員は、

年々増加している。令和２年は全検挙

人員のうち、29歳以下の割合が8割弱を

占めるなど、若者の大麻乱用が深刻な

状況となっている。（大阪府警察ホー

ムページ参照）（健康政策課）

・リモートワークやストレスを抱え、

宅飲みで飲酒量が増えているかもしれ

ないが、相談件数では大きく変化なし。

（保健予防課）

アルコール・薬物

• こども園や小学校での歯磨き習慣の

中断等による子どもの口腔環境の悪

化。（健康政策課）

• 高齢者を中心としたオーラルフレイ

ル化（口をしっかり使わないことに

よる口腔機能の低下）。感染リスク

を恐れた健診・検診や歯科治療の受

診控え。（健康政策課）

• 1歳6か月児乳幼児集団健診でのカリ

オスタット検査において、ハイリス

ク者の割合が、コロナ禍以前に比べ

て高くなった。原因として、ステイ

ホームにより保護者の育児ストレス

と関連し児のおやつの時間などの規

制ができずだらだら食べが増えてい

ると推測される。（母子保健課）

• うがいや歯みがきは飛沫感染のリス

クがあるため、学校で、感染対策を

徹底しながら、コロナ前のようには

実施することが難しい。（学校教育

課）

歯や口の健康

• 新型コロナへの感染不安や、医療崩壊に関する報

道からか、医療機関へのかかり方について、個々

人での意識が見直され、通常とは異なる受診行動

が見られた。（健康政策課）

• 感染対策の強化、外出機会の減少により、小児感

染症が減少している。とくに不安が高い保護者は、

自宅に引きこもりがちとなり、小児科受診や他の

保護者と交流する機会が減少し、育児不安が高ま

り、電話相談が増えたと推測する。（母子保健

課）

• 特に未就園児の外遊びの機会も減少し他の児との

関わりや運動が減少し経験不足から運動発達や社

会性の発達に影響を及ぼしている可能性がある。

往来や医療機関の制限により里帰り出産、立会い

出産や親族の支援を受けることが困難となり妊産

婦のメンタルヘルスへの影響が考えられ、産後ケ

ア事業利用者が増加した。（母子保健課）

• コロナで外出しにくいことから、特に高齢者は足

腰が弱っている、と民生委員・児童委員の報告か

ら把握している。（地域共生課）

• 健康や感染症への意識の向上が見られた一方、マ

スクの着用やワクチン接種について、推進・反対

などの両極端の意見が、保護者や地域住民、教職

員などから、現在でも寄せられている。（学校教

育課）

健康の維持・増進

22

↑

↓

↑ →

→

↓

↑

↓

↓

↓

↓
↓

↓

↓

↓

↓↑

→

↓

↓

↓

→

↓

↓

１９

→



栄養・食生活 血管プロジェクト（減塩の周知啓発） 緊急事態宣言中は協力店への訪問を控えた。また、減塩協力店を紹介するクーポン付きリーフレッ
トについて、緊急事態宣言に従い配布時期を延期した。

離乳食講習会 4～6月中止。市HPレシピ公開や資料個別送付。密を避けるため、時間予約二部構成で実施。試食
の中止。

親子クッキング探検ツアー 緊急事態宣言中は参加者、職員の感染防止のため、実施せず。

食品衛生事業 新型コロナウイスル感染症の影響により集合型講習会の多くを中止。一部の講習会はオンラインで
開催した。食中毒予防キャンペーンは、接触を避けるため実施を見合わせた。

運動・身体活動 生涯スポーツ振興事業
感染拡大の波が予測できず、年度内開催の市民大会をすべて中止した。

地域の通いの場づくり支援事業 緊急事態宣言の影響で活動を休止した影響で回数が減少した。

地域ささえ愛ポイント事業 ボランティア受入の制限、活動自粛で実績が減少した。

休養・こころの健康 福祉なんでも相談 福祉なんでも相談窓口での相談を新型コロナウイルスの感染状況に応じて、対面ではなく電話に
より受けつけた。

認知症サポーター等養成事業 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、講座を中止した期間があり、開催回数が減少した。

精神保健福祉相談 コロナこころのケアダイヤルとよなかを7月1.日よりフリーダイヤルで実施。またこころの健康
相談件数も増加した。

育児支援家庭訪問事業 コロナによる孤育てからの不安などの相談が増加した。

たばこ ソーシャルインパクトボンドを活用した禁煙支援事
業（とよなか卒煙プロジェクト）

喫煙者は新型コロナウイルスにかかった際に重症化するとの報道から、禁煙を希望する参加者が増
加した。

アルコール・薬物 お薬講座 新型コロナウイルス感染症の影響により実施しなかった。

HAPPYプログラム 新型コロナウイルス感染症の影響で実施に至らなかった。

歯や口の健康 歯や口の健康づくり教室 参加者の感染対策として、定員を減らした。また実施プログラムのうち発声を伴う音楽療法から
DVDを見ながらの体操に内容を変更した。その他、唾液を使った検査の中止と測定方法の変更を
行った。

すくすくよい歯の教室 4～７月中止。8月より再開。定員減。歯科医師による歯科健診中止。時間予約制の個別相談で実施。

健康の維持・増進 両親教室 4～12月中止 市HPに沐浴など動画公開。1月よりZoomによるオンライン双方向参加型。

乳幼児健康診査 3～5月集団健診延期・個別相談等で対応。6月より4か月児のみ・7月よりすべて再開。1回あたり
対象人数を減らして実施。

二次健診 歯科二次健診のみ飛沫曝露を防ぐため中止。対象者にフッ素歯磨剤を個別送付。

社会福祉協議会事業補助 従来小地域福祉ネットワーク事業として校区ごとの拠点でのボランティア活動（子育てサロン、ぐ
んぐん元気塾での体操、昼食会など）を行っていたが、集合をしない形に変更して実施した（子育
てサロンのオンライン実施、体操を屋外のぐんぐんウォークとして開催、食事会を戸外での配食に
変更）。

緊急事態宣言中は拠点が使えず、回数が減少したものもあった。CSWへの相談件数は、生活困窮関
連の相談増加などにより、元年度よりも増加した。

ファミリーサポートセンター事業 コロナによる利用控えや在宅勤務の増加による利用数の減少、一部登録説明会中止。

こんにちは赤ちゃん事業 コロナへの感染予防のための面談拒否の場合、資料ポスティングのみ（対面での聞き取りなし）の
対応を行なっている。

就学時健康診断 法律で実施することが義務付けられている事業。感染対策を徹底しながら、対象者（約3,800
人）全員を集団健診することが困難なため、他市事例を参考に、実施方法を大幅に見直した（就
学前施設での健診結果の活用、一会場あたりの人数制限など）。

子育て支援センターほっぺ事業 緊急事態宣言発令中は一部中止。現在、感染対策と人数制限を行い、通常通り開催している。

総合 ふれあい緑地主催事業 ふれあい緑地フェスティバルの中止。

保健事業（保健衛生普及費） 緊急事態宣言中は、閉鎖された体育施設があり、利用件数が減少した。

当会議委員の所管する健康づくり関連事業数 161事業

影響あり 115事業 影響なし 46事業

豊中市健康づくり計画推進会議委員（事務局含む） 18課調査

影響による結果 ○の数（複数選択可）

影響なし 46事業

内容変更、規模の制限 42事業

実施回数、参加者、依頼等の減少 56事業

中止・一部中止 71事業

廃止 0事業

新規・拡充 1事業

実施回数・参加者・依頼等の増加 6事業

令和２年度受けた影響（選択式）

特集２（詳細）
新型コロナウイルス感染症による
豊中市健康づくり関連事業への影響

■令和２年度、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業は？

２０

7割が影響を受けている



＜対応の詳細＞
・乳幼児や妊産婦の科学的知見に関して常に更新し、課内周知するとともに、流行状況に応じた感染対策と市民対応を実施。その他
の事業従事者にも正しい情報提供に努めた。（母子保健課）

・医師会・歯科医師会・助産師会と密に連携し、最新の科学的知見に基づく感染対策を説明した。（母子保健課）
・対面で実施することが難しい事業では、オンライン化を実施した。（母子保健課、地域共生課、コミュニティ政策課）
・新型コロナウイルスと共存した地域福祉活動の展開を見据え、校区の拠点にＩＣＴによる発信機能の充実を図るため各校区にタブ
レットを配布した。（地域共生課）

・感染症対策をした地域活動のために、市社協を通じて、消毒液やマスクを配布した。（地域共生課）
・高齢者向けスマホ教室を地域包括支援センター主催で行った。（長寿安心課）
・イベント等の事業は、感染状況や国の方針の見通しがつかないため、参加団体の準備等へ影響を最小限にとどめるよう期日を決め
て、催行を判断した。（公園みどり推進課）

・事業を実施する際に、関係省庁が示すガイドラインに沿って、規模の縮小や参加者数を制限しながら対応可能な事業を実施した。
（スポーツ振興課）
・病気の予防や早期発見のため、感染拡大の時期と重ならないよう予測を立て、医療機関等関係者の協力を受けながら、けんしん未
受診者に対して受診勧奨を実施した。（健康政策課）

・学びを止めないために、児童生徒に対しては、手洗いの徹底や咳エチケットなどの基本的な感染対策を指導するとともに、給食時
の黙食、身体的距離の確保、定期的な換気などにも取り組んだ。また、学校での感染拡大予防のため、保護者に協力要請を行い、
毎朝の健康観察や、かぜ症状が本人や同居人にある場合は登校を控えることを徹底している。（学校教育課）

•事業のオンライン化。

•地域への衛生物品の支援。

•関係者への影響を最小限にし

た催行判断。

•科学的知見に基づく感染対策

を課内共有し市民に説明。

•関係省庁のガイドラインに

沿った対応。

•感染対策等、事業実施方法の変

更による業務量の増加。

•事業の特性上対面が必要な法定

• 業務の実施。

• ・保健所の新型コロナ対

• 応業務による人員不足。

•感染対策が十分かどうかの判

断がつきにくく不安。

•医療機関の受診控えからくる

健診の受診率の低下。

感染不安

科学的知見の不足

事業の継続

人員不足

感染対策と

事業目的遂行の

両立

情報収集と発信

令和２年度、コロナ禍での事業実施に課題を感じたか？

課題 ○の数

①：以下②～⑤のような課題は特に感じなかった。 5

②：緊急事態宣言期間に準じた対応が困難（イベント中止の周知など）だった。 9

③：事業規模や実施内容に対する適切な感染対策がわからなかった。 4

④：非対面での実施（オンライン化など）が困難だった。 7

⑤：その他 2

課題を感じた 13課 課題を感じなかった 5課

豊中市健康づくり計画推進会議委員（事務局含む） 18課調査

２１

課題

対応

■主な課題と対応



特集３（詳細）
令和３年度コロナ禍によって生じた心身の健康課題
に対応するために実施予定の取組み
所管課 取組み名・事業名 取り組む課題 内容

健康政策課 健診受診勧奨チラシの配
布

新型コロナウイルスによる外出自粛の影響か
ら起きた健診の受診控えと健康損失。

健診受診勧奨と自宅でできる健康情報について掲載したチラシ
を作成し、新型コロナウイルスのワクチン接種を実施する個別
医療機関で、接種後経過観察時間を活用した情報発信を行った。

〃 ICTを活用した特定保健指
導

外出自粛に伴う運動不足やストレスの増加の
影響を受け、生活習慣病のハイリスク者と
なった市民（国民健康保険被保険者）への対
応。

8月から、府内市町村では先駆的な取り組みとして、オンライン
を活用した特定保健指導を開始。対象者は、対面指導と非対面
のオンライン指導から選択できる。また、利用率向上のため、
受講特典として「太る原因を調べる遺伝子検査キット」と「運
動アプリ「WEBGYM」の特別コンテンツ利用権」の2点を追加し
た。

衛生管理課 食品衛生講習会の動画配
信

集合型講習会の開催中止等に伴う食品衛生に
係る知識の普及・啓発機会の減少。

食中毒予防や異物混入防止等、食品衛生に係る情報について、
市民等が好きな時間・タイミングで受講できるよう、テーマご
との講習会動画（音声入り）を市ホームページに掲載した。

保健予防課 コロナこころのケアダイ
ヤルとよなか

R2.7より実施継続中。感染状況により、相談
件数の波がある。

フリーダイヤル、相談員を配置し、相談支援を実施（単発相
談）。

母子保健課 不安を抱える妊婦への分
娩前ウイルス検査助成・
ウイルスに感染した妊産
婦に対する寄り添い型支
援

新型コロナウイルス感染症による重症化リス
クのある妊婦。

府内産婦人科医療機関・府助産師会・府内保健所で検査・支援
体制を令和2年度に構築、検査及び陽性妊産婦のメンタルケア・
育児指導などの支援を実施。

〃 妊産婦タクシー利用支援
事業

新型コロナウイルス感染症による重症化リス
クのある妊婦。

妊産婦に対するタクシー乗車券交付。

〃 妊婦一時避難宿泊費助成 新型コロナウイルス感染症による重症化リス
クのある妊婦。

風水害発生に備え、市内・近隣市のホテル等に妊婦が避難した
場合の宿泊費助成。

コミュニティ政策課 新型コロナ対策支援事業、
新型コロナ対策緊急支援
事業

外出頻度の減少等（子育て世代、外国人、障
害児など）。

コロナ禍で生じた地域課題に対応するため、市民公益活動団体
が行う活動へ経費の一部を助成。

地域共生課 くらしを守る総合相談会 休業・離職などの社会的影響が大きく、迅速
に複数課題に対応する必要がある。

経済的な困窮や住まい、こころの健康相談など、さまざまな相
談に対してワンストップで応じ、支援につなげる総合相談会を
実施。

長寿安心課 介護予防地域教室事業 外出自粛によるフレイル（身体的・社会的）
に陥りやすい人が増加。

コロナ禍でも実施できるよう定員設定、消毒等の感染予防対策
を講じたうえで、介護予防に資する講座を実施。

〃 地域の通いの場づくり支
援事業

自主グループ活動においてコロナ禍により会
場が確保できない。

以前はDVDのみだったが今年度よりCDを作成し、屋外等の環境
でもグループ活動を続けられるように支援。

〃 地域の通いの場づくり支
援事業

外出自粛によるフレイル（身体的・社会的）
に陥りやすい人が増加。

新規グループの立ち上げ支援ができないため、個人で体操に取
組む人を増やすために、医師会・薬剤師会の協力を得てフレイ
ルとその予防法、DVD無料配布の情報チラシ「介護予防のスス
メ」を各機関に配架し啓発。

学校教育課 教職員対象のメンタル相
談・ストレス相談

感染対策と授業等との両立に悩む教職員のメ
ンタルヘルス。

産業医による健康相談やメンタル相談、臨床心理士によるスト
レス相談を通じて、教職員の心身の健康維持につなげる。

妊娠期・幼児から高齢
者まで、それぞれの年
代で異なる課題が生じ
ました。

２２


